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中庭正人: 茨城県沿岸域の海藻相

茨城県は太平洋に面し，北端の北茨城市から南端の神栖市ま
で南北約 180 k m におよぶ海岸線を有する。海岸線は，単調な
弧状をしており外洋に聞いているため，波浪を直接受ける地点、
が多く外洋性の海況であるが，一部港湾等のところに内湾性の
ところもみられる。北端の北茨城市平潟からほぼ中央の大洗町
までは，岩礁海岸が点在しており，海藻の着生に適した基物が
豊富である。これより南の神栖市波崎までの海岸は砂丘海岸で
かつては岩礁は皆無であったが， 1985年から砂の移動を防止
することを目的に約 1 k m ごとにヘッドランド( 人工岬) が建設
された。ヘッドランドの構造は碇型で 5 0 mのヘッド部と 100
m の突堤部からできており，ここに海藻が生育するようになっ
た。また，とりわけ近年，港湾施設の拡充や埋め立てが進み海
岸線が大きく変化しているので，従来報告されてきた海藻相に
ついて見直しが必要になってきたと思われる。
茨城県沿岸の海藻についての初期の報告には，岡村 (1936，
1907-1942) が日本海藻誌で 33種，日本海藻図譜 28種( 重複
あり) をあげている。岡本( 1963，1964) は6種，殖田( 1933)
は3種と断片的な記録がある。岡本の報告は，国立科学博物館
に収蔵されている東道太郎の標本をまとめたものである。はじめ
て茨城県沿岸全域にわたって調査をしたのは川端( 1939)で，緑
藻 16種，褐藻 35種，紅藻 85種( サンゴモ科を除く) の計 136
種を報告した。その後，宮崎・田口 (1964)，宮崎( 1965) は川
端の指導のもとで，大洗海岸の海謀について，緑藻 21種，褐藻
37種，紅龍 100種( サンゴモ科を除く) ，計 158種報告をしている。
筆者は， 1961年に茨城大学の卒業研究として茨城県沿岸全域の
海藻について 13の調査地点をもうけて調査した。その後も，調査
を継続して， 13地点ごとに生育する種を明らかにして緑藻 16種，
褐藻 36種，紅藻 112種，計 164種報告をした( 中庭 1975)。こ
れらをはじめとしてその後，いくつかの報告をした( 中庭 1983a， b， 
1992， 1998， 2∞1， 2004， 2∞7  ; 中庭・黒津 1983)。

本研究では， 1976年 1月より，この海域の海藻相をより詳細
に把握するため，調査地点を 15地点( 平潟から大洗) に増やし
て調査を継続した。また， 1985年以降はヘッドランドの建設によ
り県南部の 3地域も加え 2007年 7月まで調査を行った。調査を
行った地点は，北から1 ) 平潟( 北茨城市) ， 2) 五浦( 北茨城市) ，
3) 磯原( 北茨城市)， 4) 高戸浜( 高萩市) ， 5) 伊師浜(日立市)， 6) 
小貝浜(日立市)， 7) JlI尻(目立市)， 8) 高磯(日立市)， 9) 会瀬( 日
立市)， 10) 河原子(日立市)， 11) 水木(日立市)， 12) 久慈浜( 日立
市)， 13) 東海(東海村)， 14) ひたちなか( ひたちなか市) ， 15) 大洗
(大洗町)，16) 鉾田(鉾田市)，17) 鹿嶋(周嶋市)，18) 神栖( 神栖市)
である (Fig.l)。なお，ひたちなかには，常陸那珂港，磯崎，平磯，
姥の懐など複数の場所が含まれる。 18地点のうち，東海，鉾田，
鹿嶋，神栖の 4地点、は自然の岩礁でなく，着生基物はコンクリー
トや大理石の岩塊である。また， 16) '" 18) にあるヘッドランドは
総数で 36箇所にのぼる。このほか神栖には 3地点に防波堤があり，
それらも調査対象とした。調査は，各地点ともその海岸に生育する
海藻を可能な限り採集し海藻相を明らかにするよう努めた。
海藻植生と稽状分布については，各調査地で行ったが，岩礁
の豊富な県中部のひたちなかと県北部の五浦で代表させたい。
本報告は， 1975年の茨城県沿岸の海藻相で海藻リスト報告

後，継続調査をした結果をもとに，茨城県沿岸の海藻リストを
まとめたものである。この本報告には， 1996年からミュージア
ムパーク茨城県自然博物館が茨城県全域を調査している総合調
査に参加する機会を与えられ調査した結果も含まれている。標
本は，ミュージアムパーク茨城県自然博物館，国立科学博物館，
北海道大学総合博物館の各標本室に収めた。

本調査で確認された種は，緑藻 18種，褐藻 31 種，紅藻 98種，
計 147種であった。ミツデクロガシラ，フクリンアミジ，スナ
ピキモク，ハスジ、グサの 4種が茨城県新産種として記録された。
亜寒帯性海藻のマツモ，ウルシグサ，ホソメコンブ，アカパ，
アカパギンナンソウ，イソムラサキの生育が再確認されたがこ
のうち，ホソメコンプ，アカパギンナンソウ，アカパは南限種
である。一方，オオパキントキ，キジノオは本県が北限種である。
また，調査 18地点の海藻の種類数を集計した結果，最も多

いのは，ひたちなかの 103種であった。次いで多いのは大洗の
80種，高戸浜，水木の 75種の順でいずれも波の強い岩礁地帯
であった。河口堤防の東海，ヘッドランドの鉾田，鹿嶋，神栖
はいずれも種類数が少ない (Table 1) 。
緑藻類のボウアオノリ，アナアオサは全地点に生育していた。
ナガアオサは多くの地点でみられ，年々個体数が増えている。
特に，ヘッドランドでは個体数が多く優占種となっている。オ
オハネモは五浦，ひたちなかで大型に生長し個体数も多い。ミ
ル類は茨城県沿岸では稀産種であるが，ミルを高戸浜で，ハイ

Fig. 1. M a p  of I b紅嘘iPrefect町巴 showing the col1ection sites (1-18). ミルをひたちなかで確認した。
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Table 1. The list of species collected in each site. 
地点 緑苦言 褐藻 紅藻 計

1 .平潟 7  12 33 52 
2.五浦 8  17 44 69 
3.磯原 7  17 33 57 
4. 高戸浜 12 16 47 75 
5. 伊師浜 10 15 46 71 
6. 小貝浜 7  13 35 55 
7. 川尻 8  20 32 60 
8. 高磯 8  12 36 56 
9.会瀬 9  16 42 67 
10. 河原子 7  15 37 59 
11 .水木 9  15 51 75 
12. 久慈浜 9  18 43 70 
13. 東海 4  2  16 22 
14. ひたちなか 14 25 64 103 
15. 大洗 10 15 55 80 
16. 鉾田 7  3  15 25 
17. 鹿嶋 6  6  20 32 
18. 神栖 6  5  14 25 

褐藻類は，生育地域の限られた種が多かった。シワヤハズは会
瀬，シワノカワは磯原，川尻，ひたちなかで生育している。ワタモ
は川尻，久慈浜の 2地点で生育していたが個体数は少ない。イワ
ヒゲは，ひたちなかにしか生育していない。ホソメコンプは 1982
年に111尻ではじめて確認されたが，現在も生育している。イシゲと
イロロはひたちなかの 2地点で確認できたが，個体数は極めて少
ない。亜寒常性海藻のウルシグサは県北部の6 地点、のほかZ∞7
年に県南部の鹿嶋，神栖の各 1地点で確認できた。ジョロモクは
久慈浜の狭い範囲にしか生育していない。ヒジキは本海域におい
ても多くの地点で確認できる代表的広域分布種である。亜寒帯性
海藻のマツモは平潟から久慈浜までの県北部の各地点で生育して
いる。ヘッドランドでは，ネパリモ，ハパノリ，カヤモノリが生育し
ており，大型のアラメやホンダワラ科の仲間はみられない。
紅藻類では，ニセフサノリが，久慈浜とひたちなかで確認
されたが，個体数は極めて限られる。オニクサはかつては，大
洗で生育しているのみであったが，北へ約 9 0 k m離れた五浦
でも確認できた。アカパは長年，久慈浜が南限地であったが，
約 12 k m南のひたちなかに港湾が建設され，海藻の着生基物
ができたことにより生育地が南下したらしく常陸那珂港で確認
できた。ミチガエソウは会瀬とひたちなかの 2地点で生育が確
認できた。アカパギンナンソウは，川尻で 1982年に確認した
希産種であるが，平潟で新たに確認した。マツノリは，会瀬と，
河原子で確認したのみである。ヘッドランドでは，強い波浪を
受けるヘッドの外側にウシケノリ，ウミゾウメン，ヒラムカデが，
波浪の弱い内側にオオパツノマタ，ヒヂリメンなどが生育していた。

潮間帯における海藻植生と帯状分布には本海域の特性がみと
められた。従来の中部太平洋沿岸の潮間帯にみられる代表的な帯
状分布の記述によると，潮間帯上部→中部→下部の種類としてそ
れぞれヒトエグサ，マルパアマノリ，ハナフノリ→イシゲ，イロロ，
イワヒゲ→ヒジキ，ウミトラノオ，ピリヒパがあげられている( 瀬

川 1947)。また，茨城県に隣接する銚子半島の記述ではアマノリ類，
フノリ類→イシゲ→ヒジキ，ハリガネ，イソマツとされている( 千
原 1970，1996a， 1996b; 千原・沼田 1960)。これに対し県央部
のひたちなかではアマノリ類，フノリ類→イシゲ，イロロ，イワヒ
ゲ→ヒジキ，イボツノマタ，ハリガネ，イソマツが潮間帯の植生を
構成していた。また，県北部の五浦ではアマノリ類，アオノリ類→
アナアオサ，マツモ→ヒジキ，イボツノマタ，ハリガネとなっていた。
これらの調査結果に基づくと，本調査地域のひたちなかの海藻植
生は，瀬川が提唱した中部太平洋沿岸の海藻の垂直分布を構成
する種とほぼ共通し，寒流の影響を受ける銚子半島とは，潮間帯
中部のイロロ及び潮間帯下部のイボツノマタを除いては共通であ
る。また，瀬川があげた，中部太平洋沿岸の潮間帯上部の代表種
ヒトエグサの生育は極めて貧弱である。この現象は，銚子半島で
も報告されている。このことより，県中部に位置するひたちなかは
銚子半島と類似の海藻群落を構成していると言えよう。
一方，県北部の五浦では，潮間帯中部の代表種はアナアオサ，
マツモでありイワヒゲ，イシゲ，イロロは生育していない。し
かし，潮間帯下部の植生はひたちなかと同じである。五浦のあ
る県北部の久慈浜以北は，亜寒帯性海藻のマツモ，ウルシグサ，
ホソメコンプ，アカノT，アカノ守ギンナンソウ，イソムラサキな
どが生育し，その個体数も多いことから千島海流の影響をとく
に強く受けていると考えられる。
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付録
茨城県産海藻目録

1975年以前にのみ記録され
た種は徐外した。配列は，吉田ら (2∞5) の日本産海蕩目録 (2∞5年改訂版)
に従った。リスト中の数字は生育地点 (Fig. l ) の番号，* は茨城県新産種。

CHLOROPHYCEAE 緑藻綱
Collinsiellaceae ランソウモドキ科

Collinsiella tuberculata Setchel1 et Gardner ランソウモドキ (2，14，15)
M o n倒 roma組問E ヒトエグサ科

Monostroma nitidum Wittrock ヒトエグサ (14)
Ulvaceae アオサ科

Blidingia minima (Nageli ex K u包ing)Kylin ヒメアオノリ (1，4， 9， 12， 13， 
14， 16，17， 18) 

Ulva ar，ωakii Chihara ナガアオサ (3，4， 5， 6， 8， 9， 10， 11， 14， 15， 1伐17，18)
U. compressa Linnaeus ヒラアオノリ(1， 3， 4， 6， 7， 9， 10， 12， 14) 
U. intestinalis Linnaeus ボウアオノリ(1，2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 9， 10， 11， 12， 13， 
14， 15， 16， 17， 18) 

U. linza Linnaeus ウスパアオノリ(1， 16，18)
U.peげ仏saKjellm佃 アナアオサ(1， 2， 3， 4， 5， 6， 7， 8，弘 10，11， 12， 13， 14， 
15， 16， 17， 18) 

Cladophorac回 e シオグサ科
Chaeto脚 rp加 aereaのmwyn)Ku凶 g タルガタジュズモ (3，4，5， 7， 9) 
仁 crassa (c. Agardh) Kutzing ホソジュズモ( 2， 5， 7， 8， 11， 14， 15) 
仁 moniligera Kjellman タマジュズモ (4，5， 8， 9， 11， 12， 14， 15) 
仁 spiralis Okamura フトジュズモ (4，5，8，9， 10， 11， 12， 14， 15) 
Cladop加ra flexuosa (M凶er) Kutzing ミヤビシオグサ (2，3， 4， 7， 12) 
仁 opaca Sakai ツヤナシシオグサ (2，13，16， 17) 
仁 sakaii Abbo虻 アサミドリシオグサ( 1， 2， 5， 6， 8， 10， 11， 12， 14， 15) 

Acrosipho凶低価e モツレグサ科
Urospora penicilliformis (Roth) A reschoug シリオミドロ (4，5，6，7， 10， 11， 
14， 15， 16， 17， 18) 

Codiac回 e ミル科
Codium fragile (Suringar) Hariot ミル (4)
C. lucωu  Setchell ノ、イミル (14)

Bηopsi由 E曲 e ハネモ科
Bryopsis maxima Okamura ex Segawa オオノ、ネモ (1，2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 9， 
11， 12， 14， 15) 

PHAEOPHYCEAE 褐藻綱
Ralfsiac回 e イソガワラ科

197 

Analipus japonicus (Harvey) W:戸m e マツモ(1，2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 9， 10， 
11，12， 14) 

Sphacelariac回 e クロガシラ科
Sphacelaria rigidula K泊包ing ミツデクロガシラ( 14) *  

Dictyotaceae アミジグサ科
Dictyopteris 1I1ldulata Holmes シワヤノ、ズ (9)
Dictyota dichotoma (Hu也on) L a mouroux アミジグサ(1， 2， 5， 7， 8， 9， 10， 
11， 12， 14) 

Dilophus okamurae [泊wson フクリンアミジ (5，7，1心事
Pachydictyoll coriaceum但olmes) Okamura サナダグサ (3，4， 10， 11， 12， 
14，15) 

S  patoglossum pac伊'cumYendo コモングサ (1，2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 9， 1仏11，
12， 14， 15) 

Chordariac回 E ナガマツモ科
Papell.ルssiella kuromo (Yendo) Inagakiクロモ(2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 13， 14， 15) 

Leath四:iac回 e ネパリモ科
Leathesia di刀'ormis (Linnae凶)A r蹴houg ネノTリモ (1，2， 3， 4， 6， 7， 8， 9， 
10，14，15，16， 17， 18) 

Petrospollgillm rugosllm (Okamura) Setchel1 et Gardner シワノカワ(3，7，
11， 14) 

Sc-，唯倒phona側 E カヤモノリ科
Colp抑制ia bullosa (Saunders) yi創nada ワタモ (7，12)
仁 sinuosa ( Mertens ex Roth) D erlお et Solier フクロノリ(2， 3， 4， 7， 9， 10， 
11，14) 

Myelophycus simplex但arvey) Papenf臨イワヒゲ (14)
Petalollia binghamiae (J. Agardh) Vmogradova ハノTノリ(1，3， 4， 5， 6， 7， 9， 
10， 11， 12， 13， 14， 15， 16， 17， 18) 

P. fascia (O.F. MuUer) Kuntze セイヨウハノfノリ (18)
Sc戸osip.加n lomelltaria (L戸港bye) Link カヤモノリ (1，2， 3， 4， 5， 6， 7， 9， 
10，12，14， 15， 16， 17， 18) 

Desm 御悩tiaαae ウルシグサ科
Desmarestia ligul，ωa  (Stackhouse) L a mouroux ウルシグサ(2， 3， 4， 5， 7， 9， 
17，18) 

Alariaωae チガイソ科
Undaria pinnatifida (Harvey) Suringar ワカメ(1， 2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 9， 10， 
11， 12， 14， 15) 

Lamin釘iac曲 E コンブ科
Eisenia bicyclis (Kjel1man) Setchell アラメ (1，2，3，4， 5， 6， 7， 8， 9， 10， 11， 
12，14，15) 

Lami，附 ria religiosa Miyabe ホソメコンブ (7)
Ishig伺 E伺 e イシゲ科

lshige okamurae Yendo イシゲ (14)
よsinicola (Setchell et Gardner) Chihara イロロ (14)

白培assaceae ホンダワラ科
Myagropsis myagroides ( Mertens ex Turner) Fensholtジョロモク( ロ)
Sargassllm ammophilum Yoshida et T. Konno スナビキモク (3，4， 5， 6， 8， 
9， 10， 11， 12， 14， 15) 牢

S.coベか'sum C. Agardhフシスジモク (1，2， 9，10， 14) 
S.f，ωiforme (Harvey) Setchell ヒジキ (1，2， 3， 6， 7， 8， 9， 10， 11， 12， 14， 15， 
17) 

S. horneriσ'umer) C. Agardh アカモク(1， 2， 3， 4， 5， 7， 9， 11， 12， 14， 15) 
S. muticum (Yendo) Fensholt タマハハキモク (1，2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 9， 10， 11， 
12，14，15) 

S. ringgoldianllm Harvey ssp. ringgoldianum オオパモク (2，4，5，6，7， 8， 
10， 11， 12， 14， 15) 

S. thunbergii ( Mertens ex Roth) Kuntze ウミトラノオ (2，3， 4， 8， 12， 14， 15) 
et T. Konno アズマネジモク (2，5，6，7，1仏11，12， 14， 

15，17) 

R H O O O P H Y C E A E  紅藻調
B創唾ac<朗e ウシケノリ科

Bangia fuscopurpurea (Dillwyn) Lyngbye ウシケノリ (1，2， 3， 4， 5， 6， 7， 9， 
10， 11， 12， 13， 14， 15， 16， 17， 18) 

B. gloiopeltidicola Tanaka フノリノウシゲ σ)
Porphyra ishigecola Miura ベンテンアマノリ (3，5，7)
P. pseudolinearis Ueda ウップルイノリ (4，10， 14， 15， 16， 17， 18) 
P. suborbicul，仰 Kjellman マルパアマノリ( 1， 2， 5， 6， 9， 10， 11， 14， 15， 16， 18) 
P. yezoensis Ueda スサビノリ (2，3，4，5， 9， 13， 14， 15， 16， 17， 18) 

Galaxaurac回 e ガラガラ科
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Scinaia okamurae (Setchell) H uおm叩ニセフサノリ(1 2， 14) 
Nemaliaωae ウミゾウメン科

Nemalion vermiculare Suringarウミゾウメン(1， 3， 4， 8， 9， 11， 13， 14， 16， 17， 18) 
Corallinaceae サンゴモ科

Alatocladia nwdestaσendo) Johansen ヤハズゴロシ (11，12)
Calliωhron yessoense (Yendo) Manza エゾシコロ(1， 2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 9， 
11， 12， 14， 15) 

Corallina pilulifera p，ωtels et Ruprecht ピリヒパ(1，2， 3， 4， 6， 7， 8， 9， 10， 
11， 12， 14， 15) 

lithophyllum 0，胸間raeF，ωlie ヒライボ (2，11， 12， 14) 
Pneophyllum wstericola (Foslie) K b沼沿，va モカサ(1，2， 4， 5， 6， 7， 8， 11， 
12， 14， 15) 

Tit，側 oderma tumidul，附 1 (Fc凶 e) W4田1kerlin急Chamberlain et Silvaノリ
マキ(1， 2， 3， 5， 6， 7， 8， 9， 11， 12， 14， 15) 

Yanwdaea melobesioides Segawa サビモドキ( 10，14，15)
G elidiaceae テングサ科

Gelidi附 divaricatum Martens ヒメテングサ (3)
G. elegans Kutzing マクサ(2， 8， 11， 12， 14， 15) 
G. japonicum (l弘rvey)Okam山富 オニクサ(1， 15)
G.戸zcificum Okamura オオプサ (2)
G. pusillum (Stackhouse) Le Jolis ハイテングサ (1，3，9，10)
Pterocladiella tenuis (Okamura) Shimada， Horiguchi et M 制 da オパク
サ (3，5， 6， 7， 10， 11， 12， 14， 15) 

白幽回n伽 ωae イソモッカ科cωdacanthusωul，拙 uのrner) K首位加g イソダンツウ(1， 2， 3， 4， 6， 7， 8， 9， 
11， 12， 13， 14， 15， 16， 17， 18) 

D u mon血 ceae リュウモンソウ科
Neodilsea yendαmaTokidaアカパ(1， 2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 9， 10， 11， 12， 14) 
Pikea yoshizakii Maggs et Ward ミチガエソウ (9，14)

End側虫adiaα泡e フノリ科
Gloiopeltis compl，ω凶 'a (Harvey) Yamada ハナフノリ(2， 8， 15) 
G. furcata (P'ωtels et Ruprecht) ]. Ag:副 h フクロフノリ(1，2， 3， 4， 6， 7， 10， 
11， 12， 14， 15， 17， 18) 

G単雌回雌e スギノリ科
C加'ndracant伽 intermedius (Su巾伊) Hommersand カイノリ (1，2， 3， 4， 
5， 6， 7， 8， 10， 11， 12， 14， 15) 

C. teedii (Roth) Kutzing シキンノリ (13，15，17)
C. tenellus (Harvey) H o m m e悶 nd スギノリ (4，1心
Chondrus elatus Holmes コトジツノマタ(1，2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， ll， 12， 14， 15) 
C. giganteus Yendo オオパツノマタ (3，4， 5， 6， 7， 8， 9， 10， 11， 12， 13， 14， 15， 
16，17，18) c. ocel/，仰 ISHolmes ツノマタ (14，15， 16， 17， 18) 

C. verrucosus MikaI凶イポツノマタ(1， 2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 9， 10， ll， 12， 14， 15) 
Mazzaella japonica (Mik創凶) Hommersand アカパギンナンソウ (1，7)

Gloiosipho凶aωae イトフノリ科
Gloiosip，加'nia capillaris但u蜘 n)臼rmichae1 イトフノリ(12，14， 15， 16， 
17;18) 

Halymeniaceae ムカデノリ科
Grateloupiaωiatica K awaguchi et Wang ムカデノリ(弘 10， 12， 14， 15) 
G. elliptica Holmes タンパノリ(1， 2， 3， 4， 5， 6， 7， 9， 10， 11， 12， 14， 15， 16， 1η 
G. imbricata Holmes サクラノリ(12)
G.lanceolata (Okamura) K awaguchi フダラク(2， 4， 5， 6， 7， 8， 9， 10， ll， 
12， 14， 15， 16， 17) 

G.livida (Harvey) Yamada ヒラムカデ(1， 2， 3， 4， 6， 7， 8， 9， 10， 11， 12， 13， 
14， 15， 16， 17， 18) 

G  .  ramosissima Okamura スジムカデ (9，13， 14， 15) 
G.sc伽・tvana (Okamura) K awaguchi et Wang オオパキントキ (15)
G. sparsa (Okamu同Ch iang ヒヂリメン(1， 4， 5， 6  ， 7， 8， 9， 10， 11， 12， 13， 
14， 15， 16， 17， 18) 

G.turuωruYamada ツルツル(1， 4，5，6， 8， 9， 11， 14， 15， 16， 17) 
Polyo戸 saffinis但ぽvey) K awaguchi et Wang マツノリ (9，10)
R 帥teifolia伺訂vey) K awaguchi 巴tWang キョウノヒモ(14)
P. prolifer (Hariot) K awaguchi et Wang コメノリ (1，2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 9， 
10， ll， 12， 13， 14， 15， 16， 17， 18) 

Prionitis cornea (Okamura) D awson ツノムカデ(2， 4， 5， 6， 7， 8， 9， 10， 11， 
12， 13， 14， 15， 17， 18) 

Hypn伺ωae イバラノリ科
Hypnea charoides L a moぽ' Oux イノ句ノリ (9，14，15)

Kallymenia四 e ツカサノリ科
Callophyllis cris，戸陶 Okamura ヒロノ、ノトサカモドキ(1， 4， 5， 6， 8， 9， 11， 12， 
14，15) 

Phacel < 侃釘paceae キジノオ科
PルzcelocarpusjaponicωOkamura キジノオ (7)

Phyllophoraa渇e オキツノリ科
Ahnfeltiopsis flabelliformis曲 rvey)抽 suda オキツノリ(2， 9，14) 
A  paradoxa (Su巾炉) 地suda ハリガネ(1，2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 9， 1仏ll，
12， 13， 14， 15， 17; 18) 

Stenogramma interrupta (CAgardh) Montagne ハスジグサ( 14) *  
PI似渇miaceae ユカリ科

Plocamium cartilagineum (Linna巴us) Dixon ホソユカリ (4，5，7)
P. ovicornis Okam山富 ヒメユカリ (5，11)
P. recurva.ωmOkamura マキユカリ(2， 4， 5， 11， 14) 
P. telfairiae但∞ker巴tHarvey)出 rvey ユカリ(2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 9， 11， 
12， 14， 15) 

Schizymeniaceae ペニスナコマヰ
Schi・zymenia dubyi ex D uby) JAgardh ペニスナゴ(1， 2， 3， 4， 5， 
6， 7， 8， 9， 10， ll， 12， 13， 14， 15，民 18)

Gracilariaωae オゴノリ科
Gracilaria vermiculophylla (Ohr時P apenf臨オゴノリ (3，13， 14， 15) 

C h a mpiaωae ワツナギソウ科
Champia parvula (C Agardh) l匂rvey ワツナギソウ (4，5， 9， 10， 11， 12) 
Gωtroclo，雌 un戸zcificum江)awson)αumget泊aイソマツ (1，2， 3， 4， 5， 6， 
7， 8， 9， 10， ll， 12， 14， 15) 

Lomen旬riaceae フシツナギ科
Lomentaria c.ωen仰出rvey フシツナギ(1， 2， 3， 9， 10， ll， 12， 1心
L. hakodatensis Yendo コスジフシツナギ(1， 2， 3， 4， 5， 6， 8， 9， 10， 11， 12， 14， 15) 

Cぽamiaceae イギス科
Aglaothamnion callophyllidicola (Yamada)取lO，Lee， Ruen臨 et
Yc陪hida キヌイトグサ (4)

Antithamnion nipponicum yi創nadaet Ina伊ki フタツガサネ (3，5，11)
Compylaephora crassa (Okamw司) Nakamura フトイギス (5，6，8， 9)
C. hypnaeoides ]. A伊曲エゴノリ (14，15)
Cent，附 rωclavulatum (C. A炉曲，)Montagne トゲイギス (5，9，11)
Ceramium kondoi Yendo イギス(1， 4， 5， 8， 11， 12， 14， 15) 
C. pa.nicul，ωumOkamura ハリイギス(2， 4， 5， 9， 10， ll， 12) 
C. tenerrimum ケイギス (14)
Griffit，加'ia japonica Okamura カザシグサ (4)
Her戸JChondria corallinae Falkenberg ニクサエダ(1， 5，6，8，
11，12， 14， 15) 

Psilot.加'ilia dentata (Okamura) Kylinペニヒパ(1， 4， 5， 6， 7， 8， 11， 14， 15) 
Pterot.加mnion yezoense (Ina伊ki)A血anasiadis et Kraft ヨツガサネ (4)
Ptiloωphacelocar poides A  Zinova コパノクシペニヒパ (4)

Dasyaceae ダジア科
Dasya sessilis Yamada エナシダジア (ll)
Heterosiphonia japonica Yendo イソハギ(2， 4，11，1心
H. pulchra (Okamura) Falkenberg シマダジア (4，5， ll， 14) 

Dele蹴 ria闘 e コノハノリ科
Acrosori，附 flabel/，仰 mYamada ヤレウスパノリ(2， 4， 5， 9， ll， 12， 14) 
A  polyneurum Okamura スジウスパノリ(2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 10， ll， 12， 13， 
14，15) 

A  印刷losum (Zanardini) Kylin カギウスパノリ (9)
R hodomelaα泡e フジマツモ科

Benzaitenia yenoshimensis Yendoべンテンモ (1，2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 14， 15) 
Chondria crassicaulis出 rvey ユナ(1， 2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 13， 14， 15) 
Laurencia intermedia Yamada クロソゾ(2， 11， 14) 
L. nipponica yi創m 血ウラソゾ( 2， 5，θ
L. ok，ω捌 raeYamada ミツデソゾ(2， 4， 5， 8， 10， 11， 12， 14) 
L. pin即 ωYamada ハネソゾ (5，9， 14， 15) 
L. undulata Yamada コプソゾ( 14，15)
Neosiphonia ja戸，nica (l弘rvey) Kim et Lee キプリイトグサ(1， 2， 5， 7， 8， 9. 
10， 11， 12， 14， 15) 

Polysiphonia crassa Okamura フトイトグサ(15)
p. morro吋出rvey モロイトグサ(幻ω'，12)
P. senticulosa Harvey ショウジョウケノリ(2， 3， 4， 7， 8， 9， 12， 14， 15， 17) 
Pterosiphonia pinnulata (Ku凶ng) M aggs et Hommersandハネグサ( 15)
Symphyocladia latiuscula (Harvey) Yamada イソムラサキ (1，2， 4， 7， 8， 9. 
11，14) 

S.linearis (Okamura) Falkenberg ホソコザネモ (9，ll) 
S. marchantioidesσ弘rvey) Falkenberg コザネモ (5)

(干 311・0103 茨城県那珂市横堀 669-3)


